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正
面
口
か
ら
約
二
㌔
、
石
樋

を
過
ぎ
て
峠
を
越
え
る
と
、
川

が
屈
曲
す
る
「
ぐ
る
の
瀬
」
が
眼

下
に
渦
巻
く
。
道
が
出
来
る
前

は
水
際
か
ら
見
た
は
ず
だ
。
石

樋
の
岩
盤
が
切
れ
る
所
で
対
岸

へ
渉
り
、
塔
岩
の
足
元
を
抜
け

る
と
景
観
が
開
け
る
。
瀬
は
立

体
的
に
迫
り
、
石
と
岩
峰
と
が

大
１ 

 

      
「
お
墓
の
大
和
」
の
和
崎
伸
社

長
は
昨
年
八
月
、
さ
ん
け
ん
会

員
の
紹
介
で
知
っ
た
三
段
峡
の

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査
に

立
ち
合
い
、
さ
ん
け
ん
の
活
動

に
関
心
を
も
っ
て
入
会
、
そ
の

後
の
調
査
に
も
参
加
し
た
。 

三
段
峡
の
魅
力
に
取
り
付
か

れ
た
和
崎
さ
ん
は
、
子
供
た
ち 

              

大
迫
力
で
調
和
す
る
。
道
建
設

は
必
須
だ
っ
た
が
、
南
峰
は
「
通

行
路
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
た
。 

   

川
の
屈
曲
点
に
は
「
関
付
」
と

い
う
景
勝
が
別
に
設
け
ら
れ
て

い
た
。
名
は
木
流
し
の
た
め
に

「
堰
を
付
け
」
た
の
に
由
来
す

１ 

  
 

     

を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
さ

ん
け
ん
に
持
ち
か
け
た
。
六
月

二
十
四
日
、
同
社
ス
タ
ッ
フ
と

来
峡
し
企
画
を
打
ち
合
わ
せ
、

八
月
十
五
日
、
十
六
日
、
二
十

八
日
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。 

 

川
遊
び
を
し
な
が
ら
安
全
確

保
や
生
態
系
を
学
ぶ
内
容
で

で
、
詳
細
は
さ
ん
け
ん
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。 

 
 

◇ 
 
 

◇ 
 

 

大
和
重
工
と
交
流
の
あ
る
瀬

尾
淳
副
理
事
長
が
提
案
し
た
、

さ
ん
け
ん
自
然
塾
「
火
」
の
今

秋
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。
子
供

た
ち
が
昔
な
が
ら
の
か
ま
ど
や

風
呂
焚
き
を
体
験
し
な
が
ら
、

火
の
力
を
感
じ
、
自
然
を
利
用

す
る
方
法
を
学
ぶ
。
瀬
尾
副
理 

 
 

   

る
ら
し
い
。
南
峰
は
「
四
五
の

峭
壁
が
突
兀
と
し
て
流
れ
に
臨

み
、
雅
致
あ
る
松
、
栂
の
類
が
、

そ
れ
に
点
綴
（
て
ん
て
つ
）
し

て
南
画
そ
の
ま
ま
の
景
を
な
し

て
い
る
」
と
記
す
。 

 

当
時
、
三
段
峡
や
名
勝
指
定

さ
れ
た
他
の
多
く
の
渓
谷
は
、

口
々
に
「
南
画
の
よ
う
」
と
形 

事
長
は
「
地
域
の
自
然
は
人
が

利
用
し
て
共
存
で
き
た
。
手
入

れ
の
技
術
を
学
び
、
生
き
る
力

を
育
て
た
い
」
と
狙
い
を
話
す
。 

田
中
宏
典
社
長
ら
が
六
月
四

日
、
同
社
製
の
五
右
衛
門
風
呂

体
験
施
設
を
視
察
し
た
。
た
た

ら
製
鉄
を
起
源
に
す
る
同
社

は
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
「
火

育
」
を
推
進
し
て
い
る
。 

 
 

 

    

二
〇
二
一
年
度
通
常
総
会
が

六
月
二
十
六
日
、
三
段
峡
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
昨
年
に
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
書
面
決
議
を
推

奨
し
た
。
正
会
員
三
十
三
人
の

う
ち
書
面
、
委
任
を
含
め
二
十

七
人
が
出
席
し
た
。 

 
事
業
報
告
と
計
画
、
決
算
と

予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で 

  

１ 

 

容
さ
れ
て
い
た
。 

   

南
画
の
詳
し
い
定
義
は
省
く

が
、
こ
の
場
合
、
中
国
風
の
山
水

画
と
考
え
て
良
い
。
襖
や
掛
軸
、

磁
器
な
ど
へ
盛
ん
に
描
か
れ

た
。
近
代
に
入
っ
て
西
洋
文
化

の
影
響
を
受
け
、
美
術
界
で
は

１ 

 

    

さ
ん
け
ん
が
本
年
度
か
ら
取

り
組
む
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の

「
樹
木
調
査
」
が
、
四
月
か
ら

月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い

る
。
探
勝
路
沿
い
の
樹
木
を
中

心
と
し
た
現
状
調
査
で
、
山
口

県
周
南
市
の
植
物
愛
好
家
・
足

１ 

   

可
決
さ
れ
、
新
理
事
と
相
談
役

の
就
任
が
報
告
さ
れ
た
。
閉
会

挨
拶
で
高
下
務
さ
ん
が
、
環
境

省
や
文
化
庁
と
協
議
の
上
で
、

見
通
し
を
遮
る
峡
内
の
小
径
木

伐
採
を
呼
び
か
け
た
。 

 

今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
総

会
前
に
「
理
事
と
歩
く
会
」
を

開
き
、
十
二
人
が
黒
淵
ま
で
散

策
し
た
。 

    
 創

造
性
に
欠
け
る
「
旧
派
」
と

貶
め
ら
れ
も
し
た
が
、
む
し
ろ

巷
に
溢
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
中
国
風
の
南
画
で
培
っ
た
美

意
識
で
、
隠
れ
て
い
た
わ
が
国

の
深
山
の
風
景
美
を
逆
説
的
に

発
見
し
た
の
が
、
三
段
峡
を
は

じ
め
と
し
た
名
勝
渓
谷
と
言
え

る
。 

 
 

（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

立
龍
次
さ
ん
が
同
定
、
本
宮
宏

美
事
務
局
長
が
「
三
段
峡
野
帖
」

な
ど
へ
記
録
し
て
い
る
。
今
後 

 
 

    

芸
北
小
学
校
の
四
年
生
八
人

が
六
月
二
十
八
日
、
三
段
峡
で

の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
。
太
田
川
流
域
振
興
交

流
会
議
の
事
業
。
手
網
で
カ
ワ

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
を
捕
ま
え
る
体
験

や
観
察
を
し
、
講
座
で
は
川
を

使
っ
た
輸
送
の
仕
組
み
な
ど
を

聞
き
、
流
域
の
歴
史
と
文
化
を

学
ん
だ
。
自
分
の
住
ん
で
い
る

近
く
の
川
と
太
田
川
と
の
つ
な

が
り
を
地
図
で
確
認
し
た
。 

            

の
保
全
や
啓
発
活
動
に
活
用

し
、
百
年
先
へ
資
料
を
残
す
。 

多
く
の
花
を
つ
け
る
ユ
ク
ノ

キ
や
県
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
サ
イ

ゴ
ク
イ
ボ
タ
の
新
た
な
生
息
地

の
発
見
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

    

熊
南
峰
が
通
っ
た
と
思
わ
れ

る
石
樋
か
ら
ぐ
る
の
瀬
へ
の
川

沿
い
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
た
め

六
月
三
十
日
、
高
下
務
さ
ん
の

案
内
で
本
宮
炎
理
事
長
、
松
尾

俊
孝
理
事
、
本
宮
宏
美
事
務
局

長
が
踏
査
し
た
。
巨
岩
が
並
ぶ

瀬
や
二
谷
を
見
た
本
宮
理
事
長

は
「
川
を
渡
る
所
は
教
え
て
も

ら
わ
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
峡

内
有
数
の
絶
景
」
と
、
視
点
を
変

え
た
景
観
に
感
動
し
て
い
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

観
察
会
に
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
だ
け
に
残
念

だ
。
ホ
タ
ル
は
今
年
も
変

わ
ら
ず
優
し
く
舞
っ
て
い

る
。
復
活
を
願
う
。 

自称「自然観察オヤジ」  
足立 龍次さん 

   

山口県周南市に住む自称「自

然観察オヤジ」。山それぞれの

表情が知りたくて、同じ山の同

じルートを記録しながら歩く  

山登りスタイルが足立流。海岸沿いや中国山地

の山々を歩き、その違いに驚いたと言う。 

三段峡の樹種の豊富さに目を見張った。正面

口で一人コソコソ楽しんでいたとき、高下務さ

んにさんけんを紹介された。それが縁でアーカ

イブ事業の樹木調査に協力している。「わずか

しか応援できないのに、一緒歩いて見つけても

らい感謝です」。三段峡に魅せられている多く

の人たちを誘い、賑わうのを期待する。 （宏） 

この人 
人 

南
峰
と
歩
く 

 

㊼ 

関
付
（
せ
き
つ
け
） 

■
深
山
の
風
景
美
発
見 

■
南
画
そ
の
ま
ま
の
景 

 

木
流
し
の
「
堰
を
付
け
」
に
由
来
か 

   

▼
ホ
タ
ル 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
に
続

き
「
三
段
峡
ホ
タ
ル
ま
つ

り
」
が
中
止
に
な
っ
た
。
三 

 

一口メモ 

段
峡
観
光
同
業
組
合
が
独

自
に
始
め
た
夏
の
誘
客
行

事
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
ホ
タ
ル
が

生
息
す
る
環
境
を
学
べ
る

１ 

     

２社との協業プロジェクト決まる 
  子供を対象にした企業とさんけん

との協業プロジェクト２件が決まっ

た。子供の支援事業に取り組む広島

市西区の墓石事業者・大和（やまと） 

 

 

 

思
う
存
分
川
遊
び 

二
〇
二
一
年
度
通
常
総
会
・「理
事
と
歩
く
会
」開
催 

高
下
さ
ん 

小
径
木
の
伐
採
呼
び
か
け 

探
勝
路
沿
い
で
樹
木
を
調
査 

ア
ー
カ
イ
ブ
事
業 

四
月
か
ら
月
二
回
ペ
ー
ス 

熱
い
煙
い 

炎
体
験 

芸
北
小
四
年
生
の
八
人 

太
田
川
流
域
学
ぶ 

ぐ
る
の
瀬
を
踏
査 

峡
内
有
数
の
絶
景 

が三段峡で川遊びを、同市安佐北区の

鋳造企業・大和重工が小板にある五右

衛門風呂施設で、かまどや風呂を体験

する「火育」イベントを実施する。 

 

 

 

お
墓
の
大
和 

大

和

重

工 

子供たち対象イベント 三段峡と五右衛門風呂施設 

五右衛門風呂施設を訪れた大和重工
の田中宏典社長（右から二人目）ら 

https://sanken-/

